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1．　Pre血ce

　本年1月から6月迄，足かけ

半歳に亘つて米画に滞在し，こ

の間講演や諾義を頼まれたり，

学会に出席したり，工場を見学

したり，60数カ所，Lab．単位

にすると350カ所以上をvisit

し多種多様な生活を送つた筈な

ので帰国後，編輯室から何か報

告をかけという御依頼に応じて

すらすらと筆が運ぶべきの所，

いざとなると容易な業でないこ

とに気がついた。第一に研究調

査の専門分野が，医学工学，音

響工学，航空工学，及びその他

とい）四部門にまたがるので，

どこにfocusをおいても，お読

みになる方のどなたにもmatch

しないだろ5こと，滞米記録な

るものは，その目的がこれから

米国へ旅行されようという方を

対象にする場合と，全然行く気

はないがまあ知つておこうとい

う方と叉米国に関心をもつてい

る方と，反感を持つている方

とJ等々の方々のどなたに向つ

て語るのかということでまるで

書く内容が異なつて来るからで

ある。
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生研式「デsラルミン

の肺」レスピレーター

U，P．（United　Press

Photo）が生研で撮影
しセもの（U．P．承認

済・写其は筆者）

　また専門的な事柄については音響学会，航空学会，医

学関係学会などの学会誌に報告を出すことにもなつてい

るので，重複をさけたい。かといつて何か一事について

書けば誤解をさけるためにこれに数倍することを書かね

ばならぬような気がする。

　Bell　Telephone工ab．での昼食のときDr．　Bozorth

が，「群盲象をなでる」話しを持ち出した。私はこの話し

が西洋から日本に伝わつたらしいことをこの時発見して
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面白く聞いたが．Bozorthのい5所は要するに　Bellの

研究所を1日の訪問で片附けるのは無謀だとい）小生へ

の忠雷である。ましてアメリカそのものにおいてをや1。

かく考へると殆ど書く方法を見失つてしまい，ぺyを投

げ出してしま5よりなくなろ。　　　　　　　　　　’：

　あれこれと思い患らつた挙句の唯一の救いは，滞米中

のcorreSpondenceの形ちでメモ風なものを書き続け

ることである。害く方にに救いになつてもお読みになら
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れる読者各位には救い難いものにならうことは想像に難

くない。叉何回で終るか見当もつかないので編輯室各位

には尚のこと救い難い御迷惑になるかも知れないことを

始めにお詑び申し上げる次第である。

2．　Green　Ribbon

　San　Franciscoに上陸してまずどこに行き，誰を訪

ねるべきか。いろいろ想豫しても既知のことが何もない

のであるから判りつこない。University　of　California

（U．C．）Medical　CpnterのDr．　Aird教授からpier

迄迎へに行こうかという親切な手紙を受取つたときに一

寸迷つた。先方は米圏脳波学会の現会長で且U．C．の神

経学教室の主任教授で随分と多忙らしいから日本流に遠

慮す可きか，それともアメリカ流（～）に先方の好意は

0．K．して素直に受ける可きか。結局アメリカ帰りの先

輩に相談した結果，pier迄迎えに来て．くれると誠に有

難いという手紙を送つた所，折り返しによろしい行く，

然し，どうしてお前を見分けるか，船室迄行こうか，或

いはpierの特別な場所で待ち合う可きかと尤もな返辞

が来た。San　Franciscoのpierなど全然知らないの

だからこの国際的なランデブーに対して気のきいた返事

のしようがない。ハンケチも花も具合悪いし，且他の人

とdoubleおそれもあるし；結局あまり見つともなく，

且doubleおそれもないという所でGreen　Ribbonを

荷物に結びつけて行く案を立てた。Dr．　Airdからは折

り返し，Green　Ribbonを1uggageだけにつけると，

1u99ageとお前が離れているとき困るから，　over・coat

のえりにもつけるようにとの懇切を極めた返事が来た。

　かくして，President　Cleveland号を横浜に見なが

ら，日本を離れるに当つて最後にした仕事は横浜の町で

長さ3米のGreen　Ribbonを買うことであつた。

3．　Inter▼iew

　HonoluluでもSan　Franciscoでも船が港に入ると

お定りの新聞記者のInterviewが待つている。その多

くは日系新聞だから報道は英文であつてもInterview

は日本語だから心配はない。渡米の目的，滞在期間など

を型め如く聴かれ，写真班のFlashが何度か光る。但

しSa．n　Franciscoでは純アメリカ新聞記者につかまる

ことになつた。

　このバースト系Reporterのまずやつたことは，　U．C．

のDr・AirdのoMceに現れて，小生の」間の行動と

目下のaddressをきき，面会の日時，場合のaPPQints・

興entをするように依頼したことである。これは誠に行

き届いた処置であると同時にU．C．に対するEtiquette

も踏んでいるようである。某El某時未だ船酔いからさめ
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ず，もうろうと朝ねをしていた小生をその宿舎に訪ねた

このreporterは今迄アメリカ訣画に現れて来た新聞記

者とまるで違つた，至極ノンビリしたgentlemenであ

つた。日本でよく見掛ける「俺は某一流新聞の記者だ

ぞ。お前の記事をとつてやるぞ」といわぬ許りの，独特

の無作法さ，性急さなどはかげもなく，reporterがノツ

ボで，同行のcamera・manがデブのチビであつたため

に，ローレル，バーディのコムビよろしく，ユーモアた

つぷりの極めて礼儀正しく，且決して性急な所を人に見

せないgentlemenであつたことは特筆に値する。およ’

そアメリカ映画に画かれる人間がアメリカ社会に実在し

ないことは，日本映画の例を考えれば納得の行く話し

で，アメリカ映画を通じて，アメリカ社会を知らうとい

うのは，日本映画を見て日本を知らうというのと同じく

無益有害な努力であろう。ついでにアメリカのインテリ

氏達がアメリカ映画をバカにして見ないこともこちら側

とよく似ている。

　Italyその他のEuropean映画の方が人気があり，就

中Rashomon（ラシュモンと発音するから判らない，

すなわち大映の羅生門）の人気は圧倒的であつた。

　話しが横道にそれたが，reporterの話しに戻つて，

目標はDural　min・Lungにあり，たまたまMarch　of

Dimeで，小児麻痺患者を救うための街道募金（それは

決して街頭に人垣を作り，お願いしまあすと絶叫するあ

れではない。Restaurantや，　Departの一隅に，ボス

ターと箱と一緒にきれいな花など飾つてあり，小児麻痺

患者のために10centお入れ下さいと書いてあるだけ

の’静かな，但し，effectiveなもの）のseasonである

ため，特にIron－lungに代る吾々のduralmin－lun9が

news・valueを生じたためと思われる。　Marchは3月

と行進を洒落れたものであることはもちろん。dimeは

10セント貨のよび名，ついでにアメリカ人のjoke娃き

は有名であるが，シヤレを好むことも相当で，6月の第

2日曜日にあたるFather’s　day（Mother’，s　dayは5

月の第1日曜日）に子供達から父親に贈るカードに“To

my　V．1．P．，，というのがある。　勿論Very　Important

Personという戦後はやりの言葉にVery　Important

POpをかけたものである。こういう記念日におくるカー

ド専門のカード屋がどこの町にもあつて，妻から夫へ，

夫から妻へ贈るBirth－Day　cardから始まつて従姉弟同

志のカード，友人同志，はては誕生日を忘れてお祝いし

なかつたお詑びのカードにいたる迄揃えてある。

You　iare　always　such　a　perfect　wife

　So　thoughtful　and　so　dear

So　loving，　so　considerate
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　Each　day　throughout　the　year

That　at　the　specia！day　like　this

　Ispedally　want　to　say，
‘‘ xou　are　wonderfu1，1ny　Darling

　And　I　love　you　more　each　day，’

　HAPPY　BIRTHDAY　1

　これは夫・から妻へお・1るBirthday　cardのexanlple。

さてMarch　of　Dimeをねらつてduraimin－1ung　t’）暮己

事をとbに．蔓たこのgentlemen　l垂はどこの新開社にも

屑さない，いオ／？ゆる通1諦i：に属する、．［li　，｛｛では新聞社が

自身で通信網をもつているが，アメリカでは通信はA．P．

とかU．P．とかいう専門の会阯があつてこれがゑ世界か

らNews　をあつめて，これを新聞社に卍る：，　だから

Newsを戸集しただけでは新聞にするかどうか全然判ら

ない。どこかが買わない［IE　i）。　そ二でこの　duralmin－

lungの記事をどこか物好ぎなアメリカの新聞が買Sも

のかどうかが，興味であつたが，これは全米の新聞に出

たらしい。お前の記．’拝をよんだという手．紙を聞もなくあ

ちこちから受取つたから。但し筆者は爽物を見ていな

い。　もう一つ，アメリヵではNew　York　Tlmes以外

は各市にLocal　paperがあり，日’Lの三ナ．新聞のよう

に全国に販；網をもつている新聞はない。よく分散され

ているという感じで，その代りかそのためにか，新聞そ

のものがよ・（民衆の生活に結びついている。

4．　Bio－me¢翫呂翼意ic菖

　2月4日にBerkeleyのClaremont　HotelでAdvi－
sory　Committee　on　Artificial　Llmbs（入工肢研究会）

のTechnical　Committee　Meeting（A．C．A．L．）があ

り，二れに招徳をうげて出席することになつた．或る意

陳でここに全米のBiernechanicsの．代表的な人が集つ

たといえる。Bio・mechanicsとはBio－physics或いは

Medical－Physicsの中で力学に関する部門を取扱う新

興学問で，医学力学とでもいラべきもの。例えば「歩行

運動」があらゆる披術を動員．Lて．研究されるe　Wire－

strain・gaugeを足につけて，歩行中の得部筋肉のten一

siOn，　C（⊃mpreSsion，　Shear，　tCrsiOn　a〕　Strain　tSilY」定

するt／電心の運動，足の運動．と特殊カメラで撮影L解折

すろ．．歩行中の足の裏と床面の剛に．生ずる圧力分布とそ

の時隣燦化を巧妙な光勃勺方伝で測定するc．生理，心理

学者がジ、1々の立場でr歩〒∫」を研究する。これ等の綜合

としてArtificial　Legが試作される⊃このplasticの

足は1し1三の巽足の概念を越える二つで，鑓憾す可き機能

を楽揮する．

　Bio’mechanicSば「歩行」の．みに止まらず，　CQugh－

ing「i咳」の．力学を研究して，啖がつまつて呼吸困難に

なった患者にmechanical・ceughingを行わせるなどの

部凹もあるtt　Bio・mechanicsについて｝t目すべき人が二

名あげられる、一人はNewY。rk　University（N．Y．U）

のContini教’擾，他はuC，のInman教授である。

Dr，　ContiniはNew　York大学の航空学科を卒業し，

Curtiss，　Martinと飛行縷会けの設計援師を歴任した

Aerenautical　Engineerで，代表作にB－26，　Martin

Marsなどがある。戦後航空関係からBio・mechamics

に転じた経歴が筆者と平行している所から尤も肝胆相照

らすこととなつた。

　BerkeleyのA．C．ム．L．でのもう一人の異色の出席者

は，戦争中ドゲヅでV－2号の設計グループに属してい

たDr．　Maufで，この人もV－2号からBio－mechanics

に転じた，Continiはこの奇遇を面白，t；つて，3人のた

めに一庸設，ナようとい：）ことになつたが，これはMauf

ガ病気になつて果せなかつた。　二の他にもU，C．の

Berke］ey　Campusにば航空機の構造力掌をやつていた

へで，Bio－mechanicsに帳じた人が多いので，侮かの

つながりがあるのかも知れないt）写真はNew　Yorkに

あるBio－mechanicsの研究所でとつた「歩行力学」測

定写到z＞一つ。

　Bio・mechanics，　Bio・physics．　Medical　Physics，な

どはすべて一連の学両であるが，これと不可分の関係に

あるHuman－Engineering　とたると少し遂つて来る。

Human・Engineeringl翻と：伺における新しい学問で且高

度の秘密を要求されている分野の一つである。これにつ

いては詳述する機会があとにあると思う。（未完）
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